
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼 玉 学 の す す め p a r t３  
－ 共に生きる・共に学ぶ・共に創る － 

埼玉大学/読売新聞さいたま支局 共催 

後援 ●埼玉県 ●埼玉県教育委員会 ●さいたま市 ●さいたま市教育委員会 ●彩の国さいたま魅力づくり推進協議会 

協賛 ●埼玉りそな銀行 ●武蔵野銀行 ●埼玉縣信用金庫 ●さいたまコープ ●埼大通り商店会 ●埼玉県商工会議所連合会 

健 康 な 家 族 
̶家族のセルフケア機能から考える̶ 

連続市民講座 第 4回 （平成 24年 10月 27日開催） 

■ 講座概要 

「健康な家族」とは、家族という集団には家族全体として健康を保つ、健康問題を克服するセル

フケア機能があると捉えています。講座では、家族の概念や形態の多様性にとらわれない、家族が

本来持っている健康に対するセルフケア機能について考えます。また、家族が発達課題に対処し乗

り越え、新たなセルフケア機能を獲得していく様々な姿に迫りたいと思います。 

 

■ 講師プロフィール 
  

教育学部 教授 
  中下 富子 

群馬県生まれ
●略歴： 

群馬大学大学院医学系研究科博士前期課程修了 

(保健学博士) 

2006.4～2011.3 埼玉大学教育学部准教授 

2010.4～現在    東京学芸大学大学院連合学校教

育学研究科博士課程 教授 

2011.4～現在    埼玉大学教育学部教授 

●専門：養護学 

●主な業績： 

・「養護教諭の支援行為とその意図～知的障害児の家族のケア能力を高めるために～」 

『思春期学』26(1)227-240.2008  

・「特別支援学校における養護教諭が行う家族支援方法」 

『家族看護学研究』14(3)41-48.2009 

・「知的障害児の家族のストレスとニーズ、ソーシャルサポートとその関連性」 

『日本地域看護学会誌』14(2)101-112.2012 

講 演 録 
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連続市民講座 第４回 
 

健康な家族 

―家族のセルフケア昨日から考える― 
 

平成 24年 10月 27日 
教育学部教授 

中下富子 
 
皆様こんにちは。今日はたくさんの方に

お集まりいただきまして、ありがとうござ

います。今日、私は「健康な家族―家族の

セルフケア機能から考える―」ということ

でお話させていただきたいと思います。 
その前に、私がなぜこのテーマを選んだ

かをお話しますと、私は以前特別支援学校

の養護教諭をしておりました。そのときに、

たくさんの家族と関わらせていただきまし

て、その家族の方々から多くのことを学ば

せていただきました。それから、私の夫が

長く病んでおり看取っておりまして、私自

身が家族について考えざるを得ないという

状況がありました。そのようなことから、

今日は家族というテーマについて様々な方

向から考えるきっかけとして、お話したい

と思っております。 
 
今日の内容ですけれども、まず「家族と

は」ということで、家族というものをどの

ように考えていくかについてお話していき

たいと思います。また、本来家族とはどの

ような集団で、どのような機能があるのか、

さらに「健康な家族」ということで、家族

がいろいろな問題に対してどのように対応

しているのか、といった様々な家族のあり

方についてお話いたします。そして、家族

の機能について、具体的な話から家族がど

のように対処して機能しているのかといっ

たことについて、また家族が様々な課題に

対処し乗り越えていくことについてお話を

したいと思います。 
 
では、まず家族の定義ですけれども、こ

れは広辞苑などの辞書では、家族は親子や

兄弟といった血縁関係にあることが書かれ

ております。ただ、今日の話のなかでは、

家族というのは単に親子であるとか兄弟で

あるとかといった血縁関係にとらわれずに、

お互いの結びつきや絆、親密さを大切にし

て、お互いが家族であることを自覚してい

る、私たちは家族だよねとお互いに認め合

うといった二人以上の人たちを、家族とい

うように今日の話では定義をしていきたい

と思います。セクシャルマイノリティだと

か、現在息子がニューヨークにいて両親と

別々に暮らしているだとか、一緒に住んで

いるとか住んでいないとかではなく、遠く

にいてもお互いに家族だと思っていれば、

家族であるということです。 
家族のかたちというのは、国勢調査では

ある世帯に同居して生活を共にしている人

たちという形で報告されていますけれども、

今日の話では「お互いに家族である」とい

うことを重視します。 
今日はたくさんの方にお越しいただいて

おりますが、皆様も、それぞれ自分の家族

を振り返ってみてください。こんなにたく

さんの方がいらっしゃいますけれども、そ

の描いたイメージというのは一人ひとり違

っているのではないかなと思います。そし

てその描いた家族一人ひとりについて、例
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えば、妻であるとか夫であるとか、子ども、

自分自身のお父さんお母さんであるとか、

そういう一人ひとりの家庭の人たちに対す

る思いというものを、一人ひとりの家族の

人が持っているわけですね。 
 
こういった家族世帯ということで、国勢

調査では、同居しているということを前提

とした考え方で調査が行われておりますけ

れども、国勢調査のデータを見てみます。 
家族というのは、例えば一人であったり、

まだ未婚である夫婦とか結婚していない子

どものいる世帯、これは核家族といいます。

また、これは多くの定義ですけれども、拡

大家族というのは、一緒に住んでいるとい

うことを前提にした上で拡大家族と言って

います。そして、三世代家族というのは、

へーベルハウスなどの宣伝では三世代家族

が同居する、なんて使われていますけれど

も、おじいちゃんとおばあちゃんと一緒に、

核家族が 3 つ一緒に住んでいるということ、
それが三世代家族ということになります。

国勢調査などでは、このような分類で調査

され統計がつくられています。 
 
さて、実際にどのような人口がいるのか

ということですけれども、これは年代別に

分類されています。0歳から 14歳、つまり
0 歳から中学生まで、それから高校生から
64 歳、さらに 65 歳以上の高齢者ですね。
これを、昭和から平成 22年まで、全人口の
中で占める 0歳から 14歳の人口、15歳か
ら 65 歳の占める人口、65 歳以上からの高
齢者の方の占める人口ということで割合を

示しています。これを見ますと、昭和 22年、
このとき私は生まれていませんけれども、

この頃は 0 歳から 14 歳というのは 35.4%
ですが、65 歳以上は 4.9%という非常に少
ない値です。また 65歳以上の割合は徐々に
増え、平成 7年になってからは、この 0歳
から 14歳と 65歳以上とが逆転しまして、
65 歳以上の占める割合は、0 歳から 14 歳
よりも多くなっていったわけですね。そし

て平成 22 年以上になりますと、65 歳以上
の割合が 23.1%という、非常にパーセンテ
ージの高い、約 4分の 1以上が 65歳以上と
なっている。これが少子化、そして高齢化

と言われていることになります。 
 
この図は、世帯別に見た 65歳以上の者の
いる世帯の割合です。昭和から平成まで見

てみますと、65歳以上の方が一人暮らしを
している割合というのは、昭和 61年に比べ
ると倍近くになっている。また 65歳以上の
方の夫婦のみの世帯というのも非常に増え、

3 割近くになっている。そして、親と未婚
の子のみで住んでいる世帯はこのようにな

っていますけれど、三世代世帯では昭和 61
年のときは 44%でしたが、平成 22 年では
14.2%と非常に少なくなっている。このと
き、65歳以上の世帯の割合というのが約 6
割を占めている。このように統計的にも非

常にお年寄りの方が多いということがわか

ります。これは、社会にも非常に大きな影

響があります。家族というもので考えたと

きには、もし病気になったときですとか、

障害をもったりしたときに、お年寄りの主

たる介護者は子どもになるわけですよね。

さらに兄弟が少ない現代ということで、主

たる介護者を補えない。長男長女である子

どもに非常に負担がかかってしまう、そう

いう可能性が非常に高いということであり
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ます。高齢化社会ということを公衆衛生的

に考えてみますと、全人口のうち 65歳以上
の方の割合が７％以上の場合には、高齢化

社会といわれています。それは、昭和 45年
には 7.1％になってしまいましたので、昭和
の時代から日本は高齢社会であります。さ

らに 14％以上になると高齢社会といわれ
ます。これは、平成になってから 14％を超
えているわけです。そして今、21％となる
と超高齢社会といわれておりまして、平成

14年にはすでに 21％を過ぎています。つま
り、今は超高齢社会というものになってい

るんですね。 
さらに、これは国際比較です。高齢者の

割合が他の国と比べてどうなのかを見てみ

ると、日本は 22.3%、アメリカやイギリス
など他ではもっと低いですね。日本は一番

高いということで、国際的にも類を見ない、

日本は超高齢社会といわれています。 
 
では、これから家族ということについて

考えていきたいと思います。今現在は色々

な家族があり、非常に多様化しているとい

うことが言えますが、今、いわゆる家族に

ついて考えたときに、家族はどのような段

階をたどっているのだろうかということで

す。いろいろな文献があるのですが、これ

は、まず家族というのは自分が生まれてそ

こで育つという家族と、また自分が結婚し

て自分自身が家族をつくっていくというこ

と、そういった二つの側面があります。こ

こでは、自分がつくっている家族という視

点から、家族の発達段階というものを考え

ていきたいと思います。 
まず家族である夫婦が結婚をして、それ

からお互いにどういう家族を築こうかとい

うことで、まだ子どものいない時期です。

それから子どもを生み、育てていく。小学

校に入り、中学校に入り、高校に入りです

ね。そして、下の子が自立して子どもが結

婚していく。こういったところから、今度

は夫婦二人の生活が始まり、そしてどちら

かが、先に亡くなって家族が終わっていく

という、こういう段階を通っていきます。

これは、家族周期といわれています。図で

示しますと、これから二人で新婚の時期を

迎え、そして家族をつくっていこうとして

いく。そして子どもが二人など生まれ、子

どもを生み育て、子どもを教育していく。

そして子どもがさらに成長していって、こ

のとき両親は子どもの独立を見守り、夫婦

の生活設計を立て始めている。この段階で

子どもが自立して、また新たな家庭を築い

ていく、という。この二本柱で家族という

のは周期をとっていく。そして、新たに子

どもは家族をつくっていく。子どもは親と

なり、親としての新しい役割を持ち周期を

つくるという構造です。 
 
今度は、家族としてどんな発達課題があ

るかといった、発達課題の見方から家族を

捉えていきたいと思います。まず新婚のと

き、自分が結婚した人とどういう風に夫婦

関係を形成していくか、身体的にも精神的

にも、社会的にも成熟をするということ。

そして、子どもを生む時期、これから何人

子どもを持ち、育てていくか、子どもがど

のような就学をしたらいいかといったこと。

そのあと、場合によっては妻として再就職、

生み育てながら働くということです。より

広く深く妻としての役割や子どもとしての

役割。そして、子どもがどのように進路を



4 
 

決定し安定していくか。それに対して、親

として子どもをどう安定させていくか。ま

た安定した老後のための設計や一人になっ

た場合に一人暮らしとしての設計というこ

とで、こうした課題がみなさんにもあるわ

けです。 
 
今度は、家族を一つのシステムとして捉

えていくという考え方です。これは家族を

一つの家族システムとみなすというもので、

例えば、お父さん・お母さんと子どもが二

人いる場合の図ですけれども、まずお父さ

んとお母さんとの関係、それからお父さん

と息子娘、お母さんと息子娘、それから子

ども同士の関係ということで、家族がそれ

ぞれお互いに関係性を築いている。そして

その関係性を築きながら、例えば、子ども

たちは学校に行く。お父さんやお母さんは

職場に行く。また場合によっては医療機関

や教育機関など、様々な社会とのつながり

を持ち、家族の中と外、こういったさまざ

まな社会資源と関わりをもちながら家族を

保っていく。それが家族のシステム理論と

いうものです。 
 
次に、家族にはどのような特徴があるの

かについてです。これにつきましては、家

族は変化していくものです。いつも日常的

にですね、何気なく毎日が過ぎていくとい

うこともありますけれども、なかなか人生

生きているといろんなことがあるわけです。

例えば、子どもが交通事故に遭ってしまっ

たというような場合、また例えば、お母さ

んが入院してしまったという場合。これな

ら、お父さんは普段は帰りが遅いんですけ

れども、そのときは早く帰ってきて病院に

行ったり、また他の兄弟は一人で家で留守

番をしているといったことになりますね。

誰か一人が病気になったりケガをしたりす

ると、家族全体に対して何らかの影響があ

るというのが家族の特徴です。 
また二つ目は、家族には様々な良いとこ

ろがあって、例えば、入りたい高校に子ど

もが入学できたら家族も良かったね、とい

って一人の喜びが家族全体の喜びとなる。

喜びが二倍も三倍にもなり、互いに分かち

合うということ、それが家族ですね。 
それから 3 つ目は、例えば、先程の例の
ように、子どもがケガをして入院をしても、

お父さんお母さんは仕事をしながらも都合

をつけて病院に行くようにしたり、それか

ら兄弟も家で留守番したり、お兄ちゃんの

急なケガに対して、家族全体で何とかバラ

ンスを保ちながら安定しようとする状態に

なります。けれども、入院が一か月にまで

長引くなど、短期に治るものでないという

ような場合には、お父さんはそんなに簡単

に仕事を早く帰ってくるというわけにはい

かないし、お母さんも同じ状態で、兄弟も

いつになっても留守番をしているのは嫌で

いろんなわがままを言うようになってくる。

このように家族は、家族内でも様々な反応

が起こり、お互いに反応し合います。 
そして、家族には階層性といって、家族

には地域性というか地域の文化というもの

があります。そういった地域性を持ちなが

ら生活しているという。ですから家族には、

その家その家の、それぞれの家族としての

役割や価値観がある。これは、一番には結

婚をするときに感じることがありますね。

例えば、私の話をすると、いつも一緒にい

てお互いに分かり合っていたと思っていた
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彼と結婚することになった。それが、彼の

親との関係を見たら、いつもと違う彼の姿

というか、あぁ私が知っている彼ではない、

この人はこういう人だったんだ、というこ

ともある。ここで改めて家族関係やお父さ

んお母さんの価値観、彼の育った地域性が

私が育った環境と全く違っていた。人とし

て、その地域性というのも全く馴染みがな

かったし、地域性ゆえの家族の価値観にな

かなか踏み込めず、解け込めないというこ

とがありました。家族なりのお互いの考え

方、家族の価値観といったものがそれぞれ

の家族にあるということです。こういった

特徴を持ちながら、それぞれの家族は自分

の家族というものを維持しています。 
また、家族は様々なことがあっても、そ

の安定性を保っていくということについて、

例えば、お父さんが、がんになってしまっ

たとき。突然のがんの話を、家族は非常に

驚いて、どうしようという混乱状態になる

わけですけれども、お父さんが手術をする

ことになって、その手術が終わって、回復

して、また生活が安定していく。けれども、

またいつ再発するかわからなくて不安にな

るわけです。しかし、徐々に回復してまた

安定していくという、変化だけを繰り返す

状態が続くのではなくて、変化がありなが

らも家族がお互いに悩んだり喜んだりしな

がら、家族全体の安定性を求めていくとい

う特徴があります。 
 
これは、社会全体のなかで家族を捉えた

ときの図です。家族が、それぞれ健康であ

るとか、様々な関係の中で、その人なりの

経済状態で生活していくという。その上、

例えば病気になった時には、予防的にも病

気にならないようにということで生活を維

持しながら、気持ちを安定させて、また対

外的には社会の中で、形態的には秩序を維

持しながら、家族を安定させ、子どもを育

て、そして家族一人ひとりの健康を安定さ

せるという、それぞれの家族が家族なりの

価値観で生活をしていきます。これは、社

会全体のなかで家族というものが形態化し

ていることを表します。 
 
これまでの話をまとめてみますと、今ま

での話のなかには、「家族とは」ということ

で、お互いに気持ちの上で結びつきがある。

そして、自分たちが家族であるという認識

のもと、お互いが関わり合って、相互に家

族であると意識している集団である。また

お互いに家族であると認知するだけではな

くて、家族は社会を構成しているんだとい

うことで、家族としての責任と義務を果た

して成長し、常に社会と関わっている。こ

れが、家族ということになります。 
 
さて、今までは家族についての話だった

わけですけれども、家族というのは、いろ

んな人生のなかで様々なストレスを経験し

ます。ストレスというのは、精神的に、気

持ちの面で非常に緊張度が高く、困難な状

況です。 
まずストレスにはどんなものがあるのか

というと、これはトーマスのものがありま

す。これで見ると、第一位が「配偶者の死」

ですね。これは最も高いストレスとして捉

えられています。ストレスの強度は 100で
す。この一位を 100としたときに二番目に
挙げられるのが、「離婚」。これが 70 です。
また三位は「夫婦の別居」。これが 65 です
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ね。それから四位が「刑務所への収容」が

挙げられています。それから五位は「近親

者の死亡」ということで、非常に身近な人

たちが亡くなるストレスです。また六位は、

「本人の大きなけがや病気」、さらに七位は

「結婚」ですね。結婚というのも、先程の

話のように、全く見ず知らずの人と結婚し

ていろんな家庭に入るわけですのでストレ

スを感じます。お互いに歩み寄って結婚す

るということが大事になりますね。それか

ら、「失業」であるとか、夫婦で何らかのこ

とで仲違いをしていたんだけれども、また

「和解」をするという、これもまたストレ

スです。また十位は「退職・引退」となっ

ています。 
ここでは、赤色の字のところが家族に関

わる内容を示しています。この十位のうち

の多くが、家族と関わるストレスであるこ

とがわかるかと思います。特に一位から三

位を考えると、配偶者の死や離婚、夫婦の

別居ということで、夫婦に関わることが最

もストレスとして大きくなっている。これ

は 1900年代のものでありまして、今は被災
でありますように交通事故、地震や津波と

いった自然災害に関わるストレスといった

ことが取り上げられておりますが、そうい

った中でも「家族との別れ」というのは最

も大きなストレスとされています。 
 
そして、「健康な家族」というのはどうい

うことであろうかということですが、「互い

を尊重しながら共有するものを大切にして、

そして家族であることの努力を続ける」と

いう。お互いに家族であり、自分は家族の

一員であることを認め合いながら、家族で

ある空間を共有し大切にしながら、お互い

に家族であり続けるという努力をしていく。

つまり、意識してお互いに歩み寄る努力を

続けるということが「健康な家族」という

ものです。これは家族看護学という分野で

使われています。 
そして「健康な家族」というのは、お互

いのコミュニケーションであるとか、その

人なりの、お父さんはお父さん、お母さん

はお母さん、おじいちゃんはおじいちゃん

なりの役割を果たしながら、互いに関わり

合いながら、様々な困難に向かっていくこ

とができます。 
先程は、ストレスというのは「配偶者の

死」だとか「離婚」であるとか言いました

けれど、ストレスというのは日常的にもあ

りますね。例えば、夜も眠れないとか三度

食事をするということについても大変で。

私も夫を看取っていた時に三度食事をつく

るということは非常に大変だったというこ

とがありまして、家事をしている人は三度

の食事をつくったり、何を食べようかとい

うだけでも毎日大きなストレスになる。こ

ういった日々のストレスも含めて、このス

トレスに向かっていき、対処を工夫するこ

とが必要です。「健康な家族」とはこういっ

たものです。 
 
これは、ストレスに対処していくという

ことの理論ですけれども。例えば、一番働

き手の稼ぎ手であるお父さんが突然がんに

なってしまうということは、非常に大きな

ことで、家族にとっても衝撃的な出来事で

すね。例えば、お父さんが、がんになって

しまったということで、非常に大きなショ

ックがある。家族は今までお父さんがいて、

お母さんがいて、娘息子がいて、お互いに
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安定した生活を送っていたときに、お父さ

んが肺がんになってしまった。そういった

ことが生じたときに、これからどうしてい

ったらいいのかという事態ですので、家族

関係がとても不安定になります。そして、

手術をして、何とか回復をしたということ

になったとします。このジェットコースタ

ー理論という考え方は、家族としての組織

が、落ち込んだ分だけ、また同じように回

復していく、という考え方です。お父さん

が肺がんになり、家族が非常に不安定な状

況になって、これから一体どう生活してい

けばいいんだろう。そうした状況でも、ま

た解体した分だけ回復していくということ

が研究としていわれています。 
それもお父さんが、がんになってしまっ

たということによって、全部が全部同じよ

うに回復するか、といった回復の仕方はそ

れぞれの家族で違います。 
どういう風なところで違うのかというと、

まず一つ目は「家族の資源」という問題が

あります。家族一人ひとりが個人的に、例

えば、夫が肺がんになってしまっても、お

母さんも働いていたらお母さんが経済的に

支えていくことになりますね。またおじい

ちゃんが健康でいますと代わりとして助け

てもらえたり、それぞれが健康であるとい

うことが、家族としてお互いに助け合いや

すい状況にあるといえます。 
さらには、家族同士の「絆」ですね。お

互いの絆が非常に結びつきやすいというこ

と。家族間の絆が非常に強ければ、何かあ

っても舵取りが上手くいく。早期に上手く

舵を取って、何とか気持ちの上で安定させ

て、入院や手術などにも家族全体が対処で

きる。 

それから、家族での「危機の経験」。これ

もとても大きなことです。例えば、沖縄は

非常に台風が多いですよね。5 月の下旬ぐ
らいから沖縄は台風が直撃するといったこ

とで、5 月ごろに沖縄に行くと台風で外に
も出られないということがあります。それ

が 5 月 6 月、10 月までずっと、年間に 10
回以上台風があるのですが、現地の人はそ

ういった直撃の経験があるので、平常心で

いて、テレビを見てその状況を把握してい

ました。けれども、関東はそうそう台風が

直撃することはないので、その対応がなか

なか、台風が通過するまでしっかり心して

おかなければならない。そういう台風一つ

にしても、経験することがより適切な準備

につながるものになっています。ですから、

過去における危機に遭遇しているほうが危

機に上手く舵取りできるといえます。 
もう一つは、「社会的な資源」ということ

で、例えば、子どもが病気になってすぐに

子どもに対応しづらいときでも、親戚が近

くにいたり、近所の人が非常に親身になっ

て関わってくれたり、また友達が近くにい

たらその兄弟を預かってもらうということ

ができます。また現代社会ですと、人と人

との関わりが狭くなっていますので、社会

的なサービスや自主的なサポートなどがあ

ります。こうした様々な集団で関わり合っ

てサポートしていかないといけませんね。 
それからもう一つ、困難な状況への対処

の仕方で、家族が対応できるのは何人か、

ということもありますね。例えば、お父さ

んとお母さんが交通事故で亡くなってしま

った場合、子ども二人がどう対応したらよ

いかわからないということがあります。ま

た今回の地震は、あまりにも出来事が大き
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すぎて、二万人近くの人が亡くなった。津

波によるそういった出来事が事実としてあ

りますので、そのような場合には、家族は

どうやって対応したらいいかわからない。

そういった出来事などの様々なストレスに

も、いかに家族が、どうやって絆としてお

互いに助け合って対応していくか、そこは

お互いがそれぞれの持っている資源を上手

く活用させて、何とか対応していくことが

必要です。 
 
では、今度はストレスについてです。例

えば、先程の話のように、お父さんが若く

して肺がんになってしまったということで、

家族が非常に混乱をしてしまった。けれど

も、その時入院をして、人間ドックで早期

に発見できていたので、手術をし化学療法

も非常に効き目があり、何とかこう一時的

なことで済んだという入院があったわけで

す。そのとき、お母さんは病院でお父さん

に付き添い、子どもたちは寂しいながらも

家で留守番をしたり学校生活も何とか送れ

ました。また、回復して退院してからも、

これからまたがんがいつ再発するかもしれ

ないといった不安と戦うことになりますが、

今度は病気を抱えながら生活を送っていく。

なかなか手術をした前の生活にはお父さん

の体調としても戻りにくく、再発の恐れか

ら今までのように子どもたちと元気に遊べ

るわけではないけれども、そこでお互いの

家族が歩み寄りながら、お父さんが悪化し

ないように、少しずつでも日常的により健

康な生活を送れるような方法で、目標を立

て生活をしていく。そのために、家族は病

院からの適切な治療であったり、その場そ

の場でストレスに対応しているという図で

す。 
 
これは、どのようにストレスに対応して

いるかということで、これは円環モデルと

いって家族を考える上で多く使われている

図です。まず一つ目が、お父さんが入院を

してしまったという時に、家族がおじいち

ゃんおばあちゃんであるとか、お母さんや

子どもたちが全く「バラバラ」で、お父さ

んが病気になったということに対してお母

さんだけが「てんやわんや」していて、お

じいちゃんもおばあちゃんも子どもも知ら

ん顔しているという、それが「バラバラて

んやわんや」という状態です。 
またお母さんとお父さんだけが非常に仲

良くしていて、二人だけが「てんやわんや」

しているというのは「ベッタリてんやわん

や」の状態です。おじいちゃんたちはどう

したのかな、と思っているけれども、家族

だけで夫婦だけで何とかしようとしている

ということで、とても限界がある訳です。

何らかの手術をしたといっても、十分に回

復しているというわけではないので、これ

にも限界があります。 
それから、「バラバラ融通なし」というの

は、家族がそれぞれ、お父さんは一人で病

気に耐えてお母さんはあなたのことだから

ということで、自分は自分として関わろう

としないという、これはこれで相当、あと

で問題となるような家族です。 
それで、夫婦は夫婦で「べったり」して

いるんだけれども、家族は夫婦だけで様々

な調整をしようとしないで、これも短期的

には何とかなるかもしれないけれども、長

期的には難しいというのは「ベッタリ融通

なし」の状態です。 
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そして、一番いいのが、それぞれほどほ

どの距離でお互いに柔軟性をもって、「サラ

リきっちり」「サラリぴったり」そしてそれ

なりに対応しているという「サラリ柔軟」

「ピッチリキッチリ」ですね。これが一番

理想的な目標とする関係です。その場その

場に応じて互いに柔軟性を持ち、時には寄

り添い合いながら、時にはサラリと対応し

ていくということです。 
ノーベル文学賞の大江健三郎さんがいら

っしゃいますけれども、その息子さんの大

江光さんが非常にピアノが上手で、私も演

奏を聞いたことがありますが、その光さん

は発達障害をかかえていて、てんかん発作

を起こしたりするんですね。光さんには兄

弟がいらっしゃいまして、大江健三郎さん

の夫婦と光さんとは別に住んでいて、それ

ぞれの家族が東京の近くに住んでいまして、

光さんの状態が悪化した時は、すぐその光

さんの兄弟が、光さんのところに行って、

お互いに家族で助け合って、光さんを家族

全体で看取って生活している。その家族の

一人に障害があったり病気をもったりとい

う時には、近くに居なくても、何かあった

らお互いに結集して、すぐ来られなくても

最低限連絡を取っています。実際の距離と

いうよりも、そういったお互いに何らかの

連絡を取り合っているということがとても

大事かなと思います。このような例が、「サ

ラリ柔軟」「ピッタリ柔軟」「サラリキッチ

リ」「ピッタリキッチリ」という関係になる

のかなと思います。 
 
また、これは家族の問題解決の輪という

考え方です。家族のどこに問題があるのか

ということで、お父さんが肺がんになって

しまったという例を、どういう風に問題解

決するのか。一番のポイントとなるのは、

奥さんが夫のがんによる入院治療に対して

どういう風に対応していったら良いのかと

いうことです。大変なのは、お父さんの入

院に付き添うということと、子どもたちを

どうするか。30代でしたので、子どもたち
がまだ幼かったということでね。お父さん

がどうなるかわからないという場合には、

子どもは学校生活があるわけですけれども、

子どもをどうするか。今は学童があります

けれども、そういったところに預けるとか、

おじいちゃんおばあちゃんに留守番して見

てもらうだとか、そういった様々な選択肢

があるわけです。その選択肢のうちから、

選択をして、そしたらおじいちゃんおばあ

ちゃんが心配だから一緒に住んであげるよ

ということになったと。急遽ですね。一緒

に住んでもらったりしながら、その選択を

実行していく。けれども、子どもがいつも

良い状態でいるということではなく、例え

ば子どもがインフルエンザにかかったり、

けがをしたり、また新たな問題が生じたり

して、絶えず問題が生じたとき。そのとき

には、またどうしたらいいかということで

お互いに情報を集めて対応していく、とい

うことになるかと思います。 
何もないというのが当たり前なんですけ

れども、何かが起こったら、お互いに連絡

を取り合いながらどうしたらいいかという

ことで最善の方法を選択して、また問題が

生じたら考えていくという。そのように対

応できるということが、先程の台風の話で

はないですけれど、危機的な状況に対して

経験がある方がどういった風に動けばいい

のか、解決の方向に向けて前向きに対応で
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きることもあるわけです。 
 
これは、皆さんの資料にはないのですが、

障害がある A子さんの家族の話です。A子
さんは発達障害の子どもです。そして私が

特別支援学校に勤めていた時に高等部に入

学をしてきたお子さんなんですけれども。

自閉症があるということでこだわりがあっ

て、なかなか人との関わりが上手く持てな

い。そして A子さんは知的障害も、そんな
に重くはないですがあったんですね。A 子
さんは、高等部に入学した時に 95kg の体
重だったわけです。95kgなので相当体も大
きくて、背が高い。そして、15歳で高等部
に入学したわけですが、入学したときにお

母さんが何とかして、二十歳の時には A子
さんを 75kg にして、成人式で着物を着さ
せたいとおっしゃったんですね。その子に

はお姉さんがいるので、お姉さんが来た着

物を A子さんにも着せたいという強い要望
があったんです。じゃあお母さん何とかし

ましょう、ということで、お母さんに 95kg
となったのは、どういう生活をしてきたの

か、その話をお聞きしました。そうしたら、

この家族は拡大家族でですね。義理のおじ

いさんとおばあさんと一緒に住んでいたん

ですね。そしておばあさんとお母さんがな

かなか上手い関係づくりが出来なかった。

お母さんとお父さんなど夫婦の関係は上手

くいっていまして、お父さん、お母さん、

お姉さん、A 子さんの 4 人はとても仲の良
い家族で、おじいさんとの仲は良かった。

それで、A 子さんが他の特別支援学校の小
学部・中学部にいるときは、お母さんは毎

日子どもが学校に行っている間は家の外に

仕事として働いていたんですね。そうする

ことによって、家庭での不和から、お母さ

ん自身の気持ちを安定させていたわけです。

そこで、おじいさんとおばあさんがあまり

時を変わらず亡くなった。それまでお母さ

んは A子さんに向き合ったことがなかった
んですね。 
自閉症ということもあって、A 子さんは

非常にこだわりがありました。野菜は全く

食べられない。お肉が大好きでお魚も食べ

ない。ご飯は好き。そしておやつは大好き

で、おやつをあげないと毎日家の中を走り

回る。ということで、この子を静かにさせ

るためには食べさせるしかないということ

で、学校から帰った後は二千円お金を渡し

て二千円分全部お菓子を買って食べていた

んですね。それが習慣になったので、それ

をしないと泣いて叫んで。それで、お母さ

んはそうさせないために毎日二千円分のお

菓子を食べさせていました。中学校までそ

れがつながってしまっていたので、それで

95kgまでいってしまったわけなんですね。 
お母さんと、A 子さんが野菜を食べない

ので、何とかして正当なやせ方でバランス

のいい食事を工夫しましょうということに

なり、この A子さんが野菜を食べるには、
A 子さんは味噌汁が大好きということだっ
たので、なるべく野菜を味噌汁の中に入れ

るようにしたり、A 子さんが食べられるよ
うに食事の内容を工夫をして、そして毎日

食事日誌をつけていったんですね。そして、

A 子さんは学校のグラウンドを、一周 400
ｍなんですけれども、歩くのもやっとだっ

たんですね。けれども、とにかく半周から

でも歩かせたい、とにかく運動量を増やし

たいとお母さんが自ら考えて、最初はお母

さんが手を取り歩かせていたんですね。二
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年目はグラウンドを 5 周ぐらいまで一人で
毎日歩いたんです。 
そしたら、自閉症なので歩く習慣がつく

と毎日歩くんですね。雨が降ろうが雪が降

ろうが、とにかく歩かないと気が済まない

ので毎日歩く。そしたら、2年で 75kgにな
ったんですね。2年間で 75kg痩せ、3年生
のときには 75kg を維持できるようになっ
た。毎日食事日誌をつけていましたので、

食生活もかなり改善し、野菜も食べられる

ようになり、食事も運動もできるようにな

った。そして卒業していったわけです。そ

のとき学校では、高等部の修学旅行がなん

とハワイのホノルルマラソンに参加すると

いうことだったんです。それなので、A 子
さんの場合にはまだ 42.195km 走るまでに
はいかなかったのですが、10km を最後ま

で走れたんです。というように、ホノルル

マラソンの参加という目標もありましたが、

A 子さんは 18 歳で 75kg で無事卒業して、
20歳の成人式を着物を着て参加しました。 
そしたら、そのあとお母さんががんにな

って、入院して手術をしたんですね。退院

した後は、土日は近くの公園で走ったりす

るという習慣をずっと続けていっていまし

たし、自閉症もありますので A子さんも就
職した作業所の近くを走ったりして、卒業

後もそういう生活を続けていたわけです。

高等部でお母さんもこの A子さんのことを、
肥満が解消されただけではなく、この子と

向き合うことができ、お母さんにとっては

大きかった出来事だったようです。手術を

してからは、この子がいるからこそ、私は

この子のために頑張るし、この子と一緒に

体力づくりをすることは自分の健康づくり

になるんだといって、今でも近くの公園で

走っているそうです。先日、そのようなこ

とを卒業生の会のなかでお話を聞きました。 
このように、いろんな家族関係のなかで、

お母さん自身も子どもと向き合い、自分自

身のことをよりよい方向へ解決できたとい

う例でした。また Aさんの 3年間は、一人
で走ったということではなくて、他の友達

も走っていて。放課後に運動の習慣を A子
さんを中心につくっていけたということで、

学校としてもとてもいい方向に放課後の活

動ができたという例でした。 
 
もう一つ、今度はですね。養護施設から

通学している B子さんです。この B子さん
は、家が火事になってそのまま火事で放置

されてしまって、この B子さんは養護施設
に入ったんですね。ですから、生まれて自

分自身が意識をしたときには、お父さんと

お母さんはそばにいない養護施設に入って

いたわけです。B 子さんは知的には軽度だ
ったので、特別支援学校の高等部から入学

をしてきました。お父さんもお母さんも行

方不明、また火事によって残されてしまっ

たということで非常にナイーブなお子さん

でした。また、B 子さんには弟がいたとい
うことでしたが、弟はそのお母さんが連れ

て行って一緒に生活していたんですね。そ

して、B 子さんには友達がいたんですけれ
ど、仲の良い友達が病気で亡くなってしま

ったんですね。またさらに、養護施設の保

育士さんも担当が代わってしまい、自分の

母親代わりであった保育士さんがいなくな

り、一番仲のいい友達も病気で亡くなって

しまった。ということで、不登校の状態に

なって、心身症になって、施設で毎日寝て

いるような状況になってしまったんですね。
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ちょうどそんなときに、お母さんが会いた

いということで施設に問い合わせてきたわ

けです。お母さんは、今は同居人の男の人

と弟と三人で生活を送り始めたということ

もあって、ぜひとも B子さんに会いたいと
連絡をしてきたわけです。それで、B 子さ
んは高等部でいますので、B 子さんの気持
ちがとても大事になると思うんですね。お

母さんも同居人の方もそれぞれ職場があっ

て、弟は小学校に行っている。学校は、B
子さんの様子を見ながら、養護施設の今の

担当の保育士さんと連絡を取りながら、B
子さんを支援していきました。そして、お

母さんと会ってみたいという B子さんの気
持ちを大事にして、B 子さんとお母さんが
会ったんですね。そしたら、やはり親子で

すから、16年もあっていなくてもお母さん
とこれから何度も会いたい、一緒に生活し

てもいいということでした。ただ、一緒に

生活してもこの同居人の男性が、最悪の場

合には性的虐待をしてしまっては困るとい

う、それが一番心配でしたから、一緒に住

むのはどうかということもあったんですね。

高校二年生ということもあり、非常に B子
さんは可愛くて魅力的な生徒でしたので、

余計に同居人と何か問題が起きてはという

ことがありました。その後、同居はしない

で、月 1 回お母さんと会うようになった。
それから、B 子さんは高等部を卒業して、
就職をして、お母さんと月 1 回は今でも会
っているということです。B 子さんは、就
職先の男性と結婚して、今は子どもも生ま

れたということです。B 子さんは、ちょう
ど高校生になって気持ちも少しずつ大人に

なってきているところに、お母さんが現れ、

B 子さんの気持ちを大事にしながらお母さ

んとも会いながら、B 子さんは結婚して子
育てが出来ているという、そういった方向

に向かっていけたということで、学校と養

護施設とは関係を取ながら支援していった。

B 子さんのもとにお母さんが現れた時期が、
とてもタイムリーだったなと思います。そ

ういったことがありまして、家族との関わ

りというのは、その子どもにとっても、お

母さん自身の人生をも変えていく、非常に

大きなものだというのがこの事例を通して

深く感じたので紹介をさせていただきまし

た。 
 
つぎに、家族のコミュニケーションとい

うことについて少し触れていきたいと思い

ます。例えば、話をするのが家族のコミュ

ニケーションの全てではなくて、家族のコ

ミュニケーションは、お互いに話すという

ことだけではなくてですね。話はしないけ

れども一緒にいる、そばで話を聞いている

といったこともコミュニケーションとして

捉えていくところに、家族のコミュニケー

ションの特徴があると思っています。目的

があって話をするということではなくて、

そのときによって話の主導権を取る人がい

たり、話によってはもう一人の人が主導権

が取ってみたり、その時々によってお互い

が関わり合うといった形が、家族のコミュ

ニケーションであると考えられます。そし

て、コミュニケーションの形として、どん

な形がいいかということは、どれがいいと

は言い切れない。様々な家族がいて良いし、

コミュニケーションの内容によっても形は

違いますし、どの形がいいのかはその家族

によるのかなと思います。 
この連鎖型は、お父さん、お母さん、息
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子、娘ということで、家族全体がお互いに

伝言ゲームのようですよね。娘が言ったこ

とがお父さんに伝わるまでには、本当に正

しく内容が伝わるのだろうかといった、全

体で話が共有できないことはありますね。 
Y 字型はお母さんを中心として、息子と
娘との関係はありますけれども、お父さん

との関係というのはお母さんだけになって

います。 
またこれは円形に家族がそれぞれありま

すけれども、父親と娘がつながっていない

ですよね。それから息子とお母さんもつな

がっていないということで、お互いに話し

たい同士で話しているという形です。 
それからこれは全開型で、お父さんとお

母さん、息子と娘ということでお互いに情

報交換をしているわけですけれども、これ

は自立した息子と娘ならこの形はいいかも

しれませんけれども、例えば小学生などで

子どもが幼かったりすると、それはそれで

いいのかなという感じがします。 
これは車輪のようになっていて。お母さ

んが全ての中心にいて、他のつながりがな

いというものです。お母さんが何らかのこ

とで、例えば病気になって入院をしたとし

たら、これがもしかしたらお互いにつなが

っていくかもわかりませんが。 
全体的にお母さんを中心としてという形

が多いんですよね。そういった家族として

のいろいろなコミュニケーションの仕方が

あるというふうに思います。 
 
また、家族のセルフケアということで、

一人ひとりの様々なセルフケア、自分自身

の健康を保つ力を持っているという、これ

は一つ一つの輪です。お父さんはお父さん

の、自分自身の心とからだの健康を保つと

いう意味でのセルフケアです。自分自身を

ケアする。一人ひとりが自分自身の健康を

維持するために、一人ひとりがもっている

力というのがセルフケアです。そして、お

父さんお母さん、それぞれが持っているセ

ルフケアを用いて、家族全体がお互いに健

康でいられるような生活を保っていく、こ

れが家族のセルフケアです。 
そして、それがそれぞれの家族の発達段

階、どういう状況にあるかということであ

ったり、家族の価値観であったり役割であ

ったり、お互いの力関係であったり、どん

なコミュニケーションをとっているかとい

うことが家族のセルフケア能力に大きく影

響するということになります。 
つぎに、その条件がどのようなものであ

るのかということで、まず十分な生活の空

間ということ。二つ目が水分摂取ですね。

必要な水分量を採って体を維持するという

こと。また、毎日の栄養バランスの良い食

事をとるということもセルフケアの上では

とても大事になります。それから、排泄で

すね。排便であるとか排尿であるとか、便

秘にならないとか、必要な尿量を排泄する

ということも大切になるかと思います。そ

して、運動したり、夜もよく眠れること。

動くということと身体を休ませるという一

日一日のことも大事です。最近、私も年齢

がいきまして、早く目が覚めるようになっ

て、何時に寝ても 4時過ぎに目が覚めたり。
これは加齢の証拠だなという風に最近思う

んですけれども、そういった睡眠が足りな

い時には昼寝で補うというような、動くと

いうことと睡眠をとっていくということは

一人ひとりの健康状態を維持するためには
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大事になりますね。それから、一人でいる

ことも大切です。孤独というのは悪いこと

ではなくて、自分ひとりでいろいろ考えた

りする時間になります。それと、社会生活

とのバランスをとるということですね。一

日 24時間の中で、運動したり食事をしたり
寝たり、それ以外の時間をすべて人との関

わりの中で暮らすのはとても疲れることな

ので、自分一人で考える時間を持つことも

とても大事になるかと思います。そして、

危機的な予防ですよね。けがをしないよう

にとか病気にかからないようにとか、そう

いった様々な地震とか津波とかに対しても、

予防できるような毎日の生活をしていくと

いうことです。それから、一人ひとりの自

分自身のやりたいこと、やりたいと思うこ

とを行動に移していくこと、自分自身が自

己実現をしていくということが、自分自身

を健康な生活をしていくということでもと

ても大事になります。 
こういった 1番から 8番のことを、毎日
のなかで健康な生活としてつくりあげてい

くことが、一人ひとりのセルフケア、そし

て家族のセルフケアにもつながっていきま

す。家族が健康であるためにも、自分自身

が健康を維持し、また体調を崩した場合に

はお互いに関わりながら健康な生活をつく

っていくことが大切になります。 
 
つぎに、レジリエンスという考え方につ

いてお話したいと思います。これは、心理

学的な考え方なんですけれども、人はどの

ような状況に置かれても耐えうる力、そこ

から脱する力、新しくエネルギーを発揮す

る力、マイナスなものをプラスなものに変

えていく力を持っているという考え方のこ

とです。これは、東日本大震災のときに様々

な形で使われてきています。マイナスなも

のをプラスに変え、それが自分らしく生き

てくために努力することであるという考え

方です。 
レジリエンスは、回復力だとか、元気、

快活、人との関わりについて、単に自分だ

けで回復するというものでなくて、人との

関わり合いのなかで、お互いの絆を通して

回復する力をもっている、回復していける

んだという力のことです。 
例えば、どういうことかというと、まず

一つ目に、自分自身のことを考えたときに、

自分には良いところが沢山あると思うこと。

自分なりにいろんなことを今まで経験して

きて、自分にはこういう良いところがある

ということを自分なりに認めることです。

二つ目は、自分がどんなことに対しても粘

り強く取り組むことができる、考えていく

ことが出来ると思うことです。人との関わ

りの中での、自分なりの取り組みについて

の考え方です。三つ目は、自分の考えや悩

みをわかってくれる人がいること。これは、

自分の妻や配偶者、夫や友達であったり、

自分の身近なところで自分が辛いときた助

けてくれる人がいること。例えば、風邪を

ひいて病院に行きたいけれども辛い、そう

いったときに一緒に連れて行ってくれる、

自分がつらいときに一緒に食事をしてくれ

る、そういった人が家族や身近にいるとい

うことです。最後の 4 つ目ですが、将来に
対する前向きな考えです。嫌なことがあっ

ても次の日には何とかなるよといった前向

きな楽観的な考え方のことです。自分自身

が他の人に対して、親切だったり優しかっ

たり、そういうことがいつか自分に返って
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くるよ、辛くても何とかなるよという楽観

的な考え方というのも、自分が何らかの困

難なことを乗り越えていく力になっていく

ということです。 
このように、自分自身が乗り越えていく

ということは、自分が今まで生きてきたこ

とに対して、一つ一つ自分なりに頑張って

きたという自分自身の自信につながります。

この自分自身を信じていくということがレ

ジリエンスの回復力、元気、自分自身が日々

生きていく原動力になっていくものだと思

います。 
 
それから、自分なりに頑張って生きてい

るけれど、いろいろなところから助けられ

ている。単に身近な人だけではなくて、様々

な社会資源がありますよね。そういった人

たちそういった関係と、協力関係ですね。

まだまだ日本はそういったところまででき

ていないですけれど、対等な関係に立ちな

がら、関係機関、行政機関、福祉機関を利

用しながら、お互いに生きていく。そうい

うことが大事かと思います。 
このパートナーシップという考え方につ

いては、WHO 世界保健機構に健康の定義
というものがあるのですが、健康というの

は、自分自身が健康に生きられるように、

みんなで力を合わせて健康になっていこう

よという、ヘルスプロモーションの考え方

です。自分自身やみんなが健康であるため

に、お互いが助け合いながらいろんな機会

を活用してつながっていこうよ、自分が住

んでいる地域を健康な環境にしていこうよ

という考え方です。その考え方の一つとし

て、このパートナーシップという名の協力

関係があります。 

家族がお互いに問題を解決していくため

にはどうしたらいいだろうか、様々なスト

レスや問題に対して家族がお互いに何とか

調整をしてやり抜いていくわけですけれど

も、家族だけで対処するにはやはり限界が

あります。医療、福祉、行政機関などの様々

な関係機関から支援を受けていく。そして、

お互いがより健康な生活に向けて問題を解

決できるようにもっていく、問題解決に向

けた協働というのがとても大事になるかな

と思います。 
東日本大震災がありましたが、震災から

1 年した去年の 3 月に、高校生から話を聞
くことがありました。そこは海側ではあり

ませんでしたので、津波には合わなかった

のですが、かなり大きな地震があったとこ

ろです。その話のなかで、家族がこんなに

有り難いと思ったことはなかった、家族が

いるのは当たり前だと思っていたし、毎日

一緒に朝ご飯や夕ご飯を食べることが当た

り前じゃないんだということを、10人ぐら
いいたのですが、そのうち数人が、心から

話をしてくれました。また、自分の家族が

亡くなったりということはなかったけれど

も、ある生徒のお父さんは、津波によって

会社が全く再建できなくなってしまったと

いうことで、そのことでお父さんが自殺を

してしまった。これから何を大事にしてい

ったらいいのかわからないということもね。

1 年経ったからこそ、そういった話をして
くれたのだと思うんです。地震があったか

らこそ、家族の大切さということを本当に

しみじみと感じたということでした。また、

これからの進路もほぼ決定していたんだけ

れども、自分は福島県のために役立ちたい

といいうことで、もう一度自分の進路を考
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えているという生徒もいました。 
それから、地震ということでは、中学生・

高校生が、家族が津波に遭ってしまって、

家もお父さんもお母さんも亡くしてい、自

分一人でこれからどうやって生きていけば

いいんだろうということで、中高生が何人

も自殺をしていっているんですね。何とか

できなかったのかななどと、いろんな意味

で後悔するようなことがありました。 
みなさんも家族について、今日のことを

いろんな意味で振り返っていただけたらと

思います。 
 
ご清聴いただきましてありがとうござい

ました。みなさんも、今まで様々な出来事

に遭遇して、困難を乗り越えてきたと思う

のですが、家族の方々から多くに支えられ

てきたのではないかなと思います。これか

らいろんな事があったとしても、様々な資

源を活用しながら、みなさんは家族ととも

に乗り越えていくことができると思います。

今日は、本当にありがとうございました。 
 


